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指摘しうる。この点は今後、申請者のなお一層の研究が望まれる点である。 
 さらに、企業統治の実際においてソフト・ローが持つ重要性に鑑みると、本論文が、実定法のみならず、準
則などのソフト・ローも検討の対象としているところも評価されるべき点である。 
 しかし、本論文に欠点がないわけではない。まず、第一に、企業の実態研究が弱い点が挙げられる。第二に、
コーポレート・ガバナンスについて、他のアジア諸国における検討が薄い点も指摘される。第三に、外国語文
献の引用数にも未だ不十分である点が見られる。しかし、第一点については、企業法の研究論文であること、
また特に研究対象国からくる情報収集手段の限定性にも一因がありうる。また、第二点、第三点については、
申請者が留学生であることも勘案すると、今後の研究の展開に期待すべきということもいえる。 
 以上の所見から、審査委員会は、本論文が申請者に対して博士（法学）の称号を授与するに値するものであ
るという結論に達した。 
